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【算数科】 

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数量や図形等についての基礎的・基本

的な知識及び技能を確実に習得し、これらを活用して問題を解決するために必要な数学的な思

考力、判断力、表現力等を育むことを目指している。また、算数と日常生活との関連についての

理解を深め、算数を主体的に生活や学習に生かそうとしたり、問題解決の過程や結果を評価・

改善しようとしたりするなど、数学的に考える資質・能力の育成を目標としている。 

【数学科】 

基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得し、数学的な思考力、判断力、表現力等を育み、

数学的に考える資質・能力を育成する。また、数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通

して、数量や図形等に関する基礎的な概念や原理・法則についての理解を深め、数学的な表現

や処理の仕方を習得し、数理的に考察し表現する能力を高めることを目標としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小 学 校】 

１ 算数科の指導の重点 

(1) 数の概念の形成と計算の仕組みを習得し、日常の場面で活用する力を育てよう 

 ア 整数、小数及び分数の概念を形成し、その性質について理解するとともに、数についての感

覚を豊かにし、数の計算の意味について理解し、計算に習熟できるようにする。 

イ 数や式を用いた数理的な処理のよさに気付き、数や計算を生活や学習に活用しようとする態

度を身に付けられるようにする。 

(2) 図形の性質を考察したり、それを活用したりする資質や能力を育てよう 

ア 基本的な図形や空間の概念について理解し、図形についての豊かな感覚の育成を図るととも

に、図形を構成したり、図形の面積や体積を求めたりすることができるようにする。 

イ 図形の機能的な特徴のよさや図形の美しさに気付き、図形の性質を生活や学習に活用しよう

とする態度を身に付けられるようにする。 

(3) 量と測定についての概念や原理を理解させ、量についての豊かな感覚を育てよう 

ア 身の回りの量について、その概念及び測定の原理と方法を理解するとともに、量についての 

感覚を豊かにし、量を実際に測定することができるようにする。 

イ 測定の方法や結果を振り返って数理的な処理のよさに気付き、量とその測定方法を生活や学

習に活用しようとする態度を身に付けられるようにする。 

(4) 数量の関係や変化と対応から事象を考察することで、事象の変化や関係を捉える力を育てよう 

ア 伴って変わる二つの数量の関係について理解し、変化や対応の様子を表や式、グラフに表し

たり読んだりするとともに、割合や比の意味や表し方を理解し、これらを求めたりすることが

できるようにする。 

イ 伴って変わる二つの数量の関係に着目し、表や式を用いて変化や対応の特徴を考察するとと

もに、図や式等を用いてある二つの数量の関係と別の二つの数量の関係の比べ方を考察し、日

常生活に生かすことができるようにする。 

算 数、 数 学 
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身に付けさせたい力等 

・ 学習したことをもとに、三角形や平行四辺形等の面積の求め方や公式を工夫して考えたり、

公式をつくったりすることができる。 

活動例 

・ 問題を 1人 1台端末に送信し、課題を拡大して見せるなど、問題把握の時間を短縮する。 

・ 1人 1台端末で図形を自由に動かすことで、図形の性質を視覚的、感覚的に捉える。 

・ 1人 1台端末を活用し考えを共有することを通し、多様な考えに触れ、学びを深める。 

・ 全体解決の場面で児童が説明する際に、1人 1台端末を活用し自分の考えを大型提示装置に

大きく示すことで説明しやすくする。自分なりの言葉を使って考えを述べさせる。 

(5) 事象をデータから捉えて問題解決に生かす力、データを多面的に把握し事象を批判的に考察 

   する力を育てよう 

ア 目的に応じてデータを集めて分類整理し、適切なグラフに表したり、代表値等を求めたりす 

るとともに、統計的な問題解決の方法について知ることができるようにする。 

  イ データのもつ特徴や傾向を把握し、問題に対して自分なりの結論を出したり、その結論の妥当

性について批判的に考察したりすることができるようにする。 

２ 主体的・対話的で深い学びを引き出す算数科の学習指導 

(1) 単元等、内容や時間のまとまりを見通して、資質・能力の育成を図ろう 

導入で問題の解決に向けての見通しをもたせ、単元等、内容や時間のまとまりの中で、数学的 

な見方・考え方をもとに自分の考えをもつ活動の場面を設定する。また、対話によって他者の数

学的な見方・考え方に触れることで自分の考えを広げたり深めたりする場面、学びの深まりをつ

くり出すために、児童が新たな問いを生み出す場面を効果的に設定することを大切にする。  

(2) 数学的な見方・考え方を働かせた学習のより一層の充実を図ろう 

数学的な見方・考え方は、事象を、数量や図形及びそれらの関係に着目して捉え、論理的、統 

合的・発展的に考えることである。数学的な見方・考え方を働かせた知識及び技能の習得ととも 

に、思考力、判断力、表現力等の育成と学びに向かう力、人間性等を少しずつ養っていくことが 

大切である。日常の事象を数理的に捉え、算数の問題を見いだし、数学的活動を通して、問題を

自立的、協働的に解決したり、学習の過程を振り返り、概念を形成したりするなどの学習を、よ

り一層充実させる。 

(3) 主体的・対話的で深い学びを実現するための目標を設定しよう 

主体的・対話的で深い学びを実現するために、「一通りの答えだけでなく、他の答えも考える。」

「黒板の前に出て、（苦手な子でも分かる図を用いて）図に書き足しながら説明する。」のような

児童目線の目標を段階的に示すことで、算数科における学習の仕方や、他者と関わり合いながら

自分の考えを広げたり深めたりする方法を学ぶことができるようにする。 

 (4) 評価を次の学習活動につなげよう 

児童のよい点や進歩の状況等を、児童の反応や学習状況、ノートの記述や練習問題、ペーパー 

テスト等から、積極的に評価し、学習の意義や価値を実感できるようにしていく。また、学習の

過程や成果を評価することで、指導を改善し、学習意欲の向上を図るようにする。児童のノート

やワークシート等を、ＩＣＴを活用して記録するなど、ポートフォリオ評価に利用することも考

えられる。 

主体的・対話的で深い学びの視点からの授業の工夫・改善 （小５ 面積） 
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【中 学 校】 

１ 数学科の指導の重点 

(1) 数の概念についての理解を深め、文字を用いて数量の関係や法則等を考察し、具体的な場面

で活用する力を育てよう 

ア 数に関する指導では、負の数、無理数を導入して、数の範囲を拡張するときの考え方を理

解し、数の概念の理解を一層深め、事象を一般的かつ明確に表現して処理できるようにする。

また、これまで学習した数の計算と関連付けて、新しく導入された数の四則計算の方法を考

察し、活用できるようにする。 

イ 式に関する指導では、文字や文字式を用いて、数量やその関係を簡潔・明瞭に表現し、形

式的に処理できるようにする。また、形式的な処理を施して得られた結果やその過程から新

たな関係を見いだそうとする態度を育てる。 

(2) 図形の概念や性質を理解させ、論理的に考察し表現する力を育てよう 

ア 図形の指導では、基本的な図形の概念や性質についての理解を深め、図に表現したり、正

しく作図したりする能力を身に付け、図形についての知識及び技能を活用できるようにする。 

  イ 図形学習を通して、直観的に捉える力を高めるとともに、図形の定義の意味や帰納的、類

推的、演繹
えき

的に考えるなどの数学的な推論の理解を深める。また、数学的な表現を用いて論

理的に説明し合う活動を通して論理的に考察し表現することのよさを実感できるようにする。 

(3)  具体的な事象から関数関係を見いだし、表現し考察する力を培おう  

ア 関数についての基礎的な概念や性質を理解し、関数として捉えられる二つの数量の変化や

対応の特徴を表、式、グラフによって適切に表現できるようにする。 

イ 関数を用いて具体的な事象を捉え考察するとともに、その考察の過程や結果を表、式、グ

ラフを用いて説明することができるようにする。また、変わるものの中で変わらない性質を

見抜き、他者に説明することによって、既習の数学の内容の理解や関数の理解を深める。 

(4)  データの傾向を捉え、考察し表現する力を培おう 

ア 目的に応じてデータを収集し、コンピュータを用いるなどして図やグラフに表して処理し、

それを用いてデータの傾向を読み取り、批判的に考察し判断できるようにする。 

  イ 多数の観察や多数回の試行によって得られる確率について理解し、日常生活や社会の不確

定な事象の起こりやすさの傾向を読み取り表現することができるようにする。 

  ウ 母集団から標本を取り出し、標本の傾向を調べることで、母集団の傾向が読み取れること

を理解できるようにし、既に行われている標本調査の方法や結果についても批判的に考察し

表現できるようにする。 

２ 主体的・対話的で深い学びを引き出す数学科の学習指導 

(1) 問題解決型の単元を構想し、問題を自立的、協働的に解決できるようにしよう 

数学を活用して問題解決する方法を理解するとともに、自ら問題を見いだし、解決するため 

の構想を立て、実践し、その過程や結果を評価・改善する機会を設ける。また、問題解決の結果 

や過程、数や図形の性質等について説明し合い、互いの考えをよりよいものに改めたり、一人で 

は気付くことのできなかった解決方法等を見いだしたりできるようにする。 
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(2) 体験活動や対話的な学習を通して、数学に関わる基礎的な概念や原理・法則等を実感を伴っ

て理解できるようにしよう 

観察や操作、実験等の活動を通して、数量や図形等の性質を見いだしたり、事象を数学的な

表現を用いて論理的に説明し、事柄の本質について話し合ったりしながら、よりよい考えに高

めることができるようにする。また、数学的な推論を的確に進めることができるよう、思考の

過程や判断の根拠等を数学的な表現を用いて簡潔・明瞭・的確に説明したり、数学的に表現さ

れたものについて話し合って解釈したりする学習活動の充実を図る。 

(3) 習得した知識及び技能を活用できる事象について考察し、数学のよさを実感しよう 

    数学的な表現を用いて、能率的に物事を処理できるようになったり、事象を簡潔かつ明瞭に

表現して的確に捉えることができるようになったりするなど、成長を振り返り、数学のよさに

ついて明確に意識していく。また、習得した知識及び技能の活用を通して、生徒が数学は楽し

い、数学は面白いと実感し、数学が得意であるという自己肯定的な態度も養っていく。 

(4) 主体的・対話的で深い学びを実現するための視点を設定しよう 

主体的・対話的な学びを実現するために、「友達の理解に応じて、友達に自分の考え方を説

明したり、ときには説得したりすることができる。」「長い説明のときは、区切って確認しなが

ら説明する。」のような生徒目線の目標を段階的に示すことで、生徒自身が数学科の学び方を

身に付けられるようにする。 

(5) 評価を次の学習活動につなげよう 

指導と評価の一体化を図るためには、個々の学びを深めるための評価という視点を一層重視

し、指導のねらいに応じて授業の中での生徒の学びを振り返り、学習や指導の改善に生かして

いくというサイクルが大切である。 

各観点の評価においては、以下の例のように様々な工夫をする必要がある。 

 

 

 

 

学習評価を真に意味のあるものとするために、生徒の学習改善、教員の指導改善につながる

ものにしていくこと、これまで慣行として行われてきたことでも、必要性・妥当性が認められ

ないものは見直していくことが重要である。生徒のノートやワークシート等を、ＩＣＴを活用

して記録するなどポートフォリオ評価に利用することも考えられる。 

 

 

 

 

 
 

身に付けさせたい力等 

・ 簡単な場合について標本調査を行い、母集団の傾向を推定することができる。 

活動例 

・ 個々が興味・関心のある項目のデータを集め、1 人 1 台端末を活用して標本を並べ替え

たり、箱ひげ図に表したりする活動を通して、母集団の傾向を推定する。また、友達の分析

方法や考察を自分と比較して聞くことで、友達のよさに気付くことができる場を設定する。 

主体的・対話的で深い学びの視点からの授業の工夫・改善（中３ 標本調査とデータの活用） 

「思考・判断・表現」 

・ 行動観察  ・ノート 
・ 単元テスト 
 具体的な事象を捉えて考察

し、表現する場面を設ける。 

「主体的に学習に 

取り組む態度」 
・ 行動観察  ・ノート 
・ ワークシート 
 問題解決の過程を振り返る

場面を設ける。 

「知識・技能」 

・ 行動観察 ・小テスト 
・ 単元テスト 

既有の知識及び技能と関連

付けたり、活用したりする場面

を設ける。 


